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名称：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
NEDO（New Energy and Industrial Technology Development Organization

設立：2003年10月1日（前身の特殊法人は1980年10月1日設立）
職員数：1,525名（2024年4月1日現在）
予算：約1,828億円（2023年度当初予算）＋基金事業 約8.3兆円
NEDO HP：https://www.nedo.go.jp/index.html 

本部：神奈川県川崎市

NEDOとは

https://www.nedo.go.jp/index.html


©NEDO 3

2015 2016 2017 2018 2019

水
素
社
会

固体高分子型燃料電池
利用高度化技術開発事業 

水素利用等先導研究開発事業

2020

超高圧水素インフラ本格普及技術研究開発事業

固体酸化物型燃料電池等実用化
推進技術開発事業

燃
料
電
池

水素利用技術研究開発

2021 2022 2023 2024

グリーンイノベーション基金事業
 (2021～2030FY）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた
共通課題解決型産学官連携研究開発事業
（2020～2024FY）

水素社会構築技術開発事業（2014～2025FY）

競争的な水素サプライチェーン
構築に向けた技術開発事業
（2023～2027FY）

NEDOの水素・燃料電池プロジェクト（スケジュール）

革新FC

水素利用拡大に向けた
共通基盤強化のための
研究開発事業
（2025～2029FY）

2025 2026
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革新的技術開発 要素技術の研究開発～技術実証 大規模化・商用化実証

製
造

輸
送
・
貯
蔵

利
用

分
野
横
断

水素社会構築技術
開発事業

競争的な水素サプライ
チェーン構築に向けた

技術開発事業

グリーンイノベーション基金事業

•再エネ由来電力等による
水素製造技術(FH2R)

•地域で水素を利活用するためのポテンシャル調査
•水素社会のモデル構築実証

•大規模水素サプライチェーン（液化水素、水素発電、
アンモニア分解等）

•需要地水素サプライチェーン（水素輸送トレーラー等）

•水素ステーションの
低コスト化・高度化

• 水電解装置の大型化技術等の開発、
Power-to-X 大規模実証

• 水電解装置の性能評価技術の確立

• 水素輸送技術等の大型化・高効率化
技術開発・実証

• 革新的な液化、水素化、脱水素技術の
開発

• 水素発電技術（混焼、専焼）の実機
実証

• 水素燃料船／航空機の開発
• FCV導入に向けたエネマネ構築・実証ｃｖ

・ 液化水素関連材料評価基盤の整備

・ 国内規制適正化、国際標準化

共通基盤技術開発

・ 材料・製品の品質評価、安全評価等 脱炭素化・エネルギー転換に資する我が国技術の国際実証事業

NEDOの水素・燃料電池プロジェクト（事業領域）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に
向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業 ・燃料電池システム／車載用水素タンク

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官
連携研究開発事業
• 水電解システム

水素社会構築技術開発事業

◆その他、アンモニアやメタネーションに関する技術開発・実証も推進
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事業 2024年度予算 事業概要

燃料電池・水電解
（燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課
題解決型産学官連携研究開発事業）

78億円 2030年以降の実用化を見据えた基盤的技術の開発
- 新規材料開発（触媒、メンブレン、MEA等)
- 反応メカニズム解析、評価
- モビリティ向け水素貯蔵技術
新たな燃料電池アプリケーション、プロセス高度化技術

水素サプライチェーン構築
（競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術
開発事業）

86億円 水素サプライチェーン構築に必要な技術開発
- 機器大型化
- 水素ステーションコスト削減
- 水素環境下における材料評価
- 規制、基準、標準に向けた取り組み

地域水素利活用モデル開発
（水素社会構築技術開発事業／地域水素利活
用技術開発）

59億円 地域のニーズを踏まえた、水素の製造から利用までを組み合わせたモ
デル構築

商用規模実証
（グリーンイノベーション基金事業（大規模水素サ
プライチェーンの構築、再エネ等由来の電力を活用
した水電解による水素製造））

370億円
（2021-2030年）

実用規模での技術開発実証
- 長距離水素海上輸送(液化水素, メチルシクロヘキサン)
- 水素ガスタービン発電
- Power to X

223億円

NEDOの水素・燃料電池プロジェクト（予算）

※メタネーション（SOEC含む）、アンモニア製造・利用、航空機・船舶等は除く
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◆ 事業期間：2020年度～2024年度(5年間)

◆ 事業規模：78億円程度（2024年度）

◆ NEDO負担率：

委託事業 ［NEDO100%負担］ 助成事業 ［NEDO50％以内負担］

◆ 研究開発課題：

研究開発項目Ⅰ「共通課題解決型基盤技術開発」
• 2030年以降のFCVや業務・産業用燃料電池への実装を目指した技術の開発。

研究開発項目Ⅱ「水素利用等高度化先端技術開発」
• 2030年以降の更なる燃料電池システムの低コスト、高性能、高耐久に資する水素貯蔵関連技術や水電解な
どのその他多様な水素関連技術の高度化に資する技術の開発

• 研究開発項目Ⅰの性能やコスト目標を凌駕する燃料電池の実現に資する革新的な要素技術

研究開発項目Ⅲ「燃料電池の多用途活用実現技術開発」
• 2030年までの燃料電池の多用途展開を目指して、エネルギーマネジメント要素も含めた実証事業等
• 燃料電池システム、水電解システム（アルカリ水電解、PEM水電解）のコスト低減を実現するための革新的な
生産技術や周辺機器、これらを含めたシステム化技術等の研究開発

革新ＦＣプロジェクトの概要
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FCV・HDV用燃料電池技術開発ロードマップの策定

HDV（大型トラック等）
の要求仕様を整理

要求を満たす燃料電池システ
ム・スタック・セルの目標を導出

左記目標を満たす材料物
性にブレークダウン

• 2021年度から本格検討を開始し、2024年度まで一連の目標及び課題を導出

2030年HDV目標 2040年HDV目標 2035年HDV目標 2035年FCV目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームの構築

共通的な指標で材料を評価、解析し、その結果を解釈して研究者に向けた材料設計指針をフィードバックする
PEFC評価解析プラットフォームを構築、現象解明・研究開発の加速、新規研究者の参入促進を図る。
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ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームの構築

• 燃料電池実用化推進協議会（FCCJ）と協力し、PEFCの各種評価解析プロトコルを策定

• 産業界ニーズ等も踏まえながら高温評価法、拡散層特性評価法、バイポーラプレート評価法
等を追加 https://www.nedo.go.jp/library/PEFC_CELL_Protocol.html

高温評価法（～120℃） バイポーラプレート評価法

https://www.nedo.go.jp/library/PEFC_CELL_Protocol.html
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ＰＥＦＣ関連の研究開発（カソード触媒・担体）

出典：NEDO成果報告会資料

○カソード触媒の高活性化・高耐久化＠九州大 ○規則的メソポーラスカーボン担体による
高活性化・高耐久化＠山梨大

メソ孔制御による
Pt粒子凝集抑制

カーボン・酸化物・
触媒の複合による
高活性・高耐久化
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出典：NEDO成果報告会資料

ＰＥＦＣ関連の研究開発（電解質膜の劣化抑制）

○新規アノード触媒による膜劣化抑制
＠山梨大

H2O2発生抑制による
膜の長寿命化

○フラーレン誘導体ラジカルクエンチャー設計＠名古屋大

水溶性のフラーレンを各種設計-膜劣化抑制を実証
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出典：NEDO成果報告会資料

ＰＥＦＣ関連の研究開発（高温低加湿でのプロトン伝導）

○電解質膜の高性能化・高温対応＠東京都立大

機能性ナノファイバー複合化
による高温低加湿伝導
＋ガスバリア機能付与

低温と高温でのプロトン
伝導両立のコンセプト

プロトン伝導＠120℃30％RH

酸素透過性＠120℃無加湿
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出典：NEDO成果報告会資料

ＰＥＦＣ関連の研究開発（その他）

○接着シール技術の開発＠東京科学大 ○プロセスインフォマティクス共通基盤＠東京大
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ＰＥＦＣ関連の研究開発（NＥＤＯ-ＭＥＡ）

• 本事業の集大成として、本事業で開発された要素技術を評価解析プラットフォームで組み合わ
せ、MEAとしての性能を検証。また、MEAでの性能発現に向けた課題を今後の開発に反映。

基準MEA

NEDO-MEA

開発された要素技術の物性値
をベースにしたIV性能

NEDO-MEAのIV性能
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○プロトン伝導セラミックセルの高性能化・高耐久化＠産総研 ○高燃料利用率での長期試験と劣化解析
＠産総研

ＳＯＦＣ関連の研究開発

出典：NEDO成果報告会資料

出力密度の改善
リーク電流の抑制

劣化低減（1％/kh）

2万時間耐久評価＠Uf85％と
これに基づく長期寿命予測
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水素貯蔵関連の研究開発

高圧タンクの開発シナリオ

100k systems/year

商用車タンクコスト試算＠DOE

出典：DOE Annual Merit Review

高圧水素適合性材料データベース
（透過特性＋伸び）＠九州大

低コスト炭素繊維
＠岐阜大、九州大非FW／分割タンク

＠金沢工業大
非破壊検査

＠東京科学大

出典：NEDO成果報告会資料
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Non-Roadでの燃料電池アプリケーション開発

提供：クボタ、コベルコ建機、三井E&S、岩谷産業
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燃料電池普及拡大に向けた人材育成講座

• 2023～24年にかけて燃料電池に取り組む技術者・研究者のすそ野を広げるために人材育成
講座を開設、全12回実施し、各回数百名以上が参加



©NEDO 19

水電解のNEDOプロジェクト全体像
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アルカリ PEM AEM

横浜国立大学Ｇ：
プラットフォームの構築と評価解析手法の確立

同志社大学：
パイロクロア酸化物(A2B2O7)系触媒
と非金属導電材からなるアノード電極の
開発

東ソーＧ：水電解用触媒（IrMnOx）の
事業化技術の確立

東京科学大Ｇ：
膜、触媒、MEAの開発

日本触媒・トクヤマ【助成】：
高圧方式に適した大型アルカリ水電解
装置及びセパレータの開発

北海道大学Ｇ：
MIを用いたアノードのIrフリー化

山梨大学Ｇ：
膜・触媒の設計と量合成、MEAの設計、
スタック化検討

山梨大学Ｇ：
Ir触媒の高活性化、使用量削減、新規Ir
触媒開発

産総研Ｇ：
スタックと大面積セルの開発

SCREENホールディングス【助成】：
大面積CCM量産製造技術開発

各テーマの方式

水電解に関する基盤・要素的研究開発の推進（革新ＦＣ事業）
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水電解技術開発ロードマップの策定

• 水電解の競争力獲得に向けた短期・中長期のシナリオを策定するとともに、AWEおよび
PEMWEを対象として、国の水素コスト目標を前提に2040年頃の技術目標・課題を導出

競争力獲得に向けた短期
および中長期シナリオ

水素製造コスト感度分析

AWE・PEMWEの中長期的
な目標と技術開発課題

https://www.nedo.go.jp/library/battery_hydrogen.html

https://www.nedo.go.jp/library/battery_hydrogen.html
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終わりに（2025年度～）
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2015 2016 2017 2018 2019

水
素
社
会

固体高分子型燃料電池
利用高度化技術開発事業 

水素利用等先導研究開発事業

2020

超高圧水素インフラ本格普及技術研究開発事業

固体酸化物型燃料電池等実用化
推進技術開発事業

燃
料
電
池

水素利用技術研究開発

2021 2022 2023 2024

グリーンイノベーション基金事業
 (2021～2030FY）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた
共通課題解決型産学官連携研究開発事業
（2020～2024FY）

水素社会構築技術開発事業（2014～2025FY）

競争的な水素サプライチェーン
構築に向けた技術開発事業
（2023～2027FY）

NEDOの水素・燃料電池プロジェクト（スケジュール）

革新FC

水素利用拡大に向けた
共通基盤強化のための
研究開発事業
（2025～2029FY）

2025 2026
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◆ 事業名称：水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業

◆ 事業期間：2025年度～2029年度(5年間)

◆ 事業規模：72億円程度（2025年度）

◆ NEDO負担率： 委託事業 ［NEDO100%負担］、助成事業[NEDO負担1/2又は2/3以内]

◆ 研究開発課題：

研究開発項目I 「燃料電池・水電解の共通基盤技術開発」（委託）

NEDO技術開発ロードマップ等で定める2035年以降の目標実現を目指して、燃料電池（主にHDV向け）開発および水電

解開発の高度化・高速化に資する共通基盤技術を開発する。

研究開発項目Ⅱ 「次世代燃料電池・水電解の要素技術開発」（委託）

NEDO技術開発ロードマップ等で定める2035年以降の目標実現を目指して、燃料電池（主にHDV向け）および水電解、

水素貯蔵タンクに関する要素技術を開発する。

研究開発項目Ⅲ 「燃料電池・水電解の実用化技術開発」（助成）

2035年以前の実用化・事業化を目指して、燃料電池（主にHDV向け）および水電解、水素貯蔵タンクに関する生産技術・

システム化技術等の実用化技術を開発する。

研究開発項目ⅠとⅡの燃料電池および水素貯蔵分野    公募期間：2月7日～3月12日正午
研究開発項目ⅠとⅡの水電解分野、研究開発項目Ⅲの全分野  公募期間：3月7日～4月7日正午

新規プロジェクトの立ち上げ（2025～）
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研究開発項目 対象技術・材料分野
予算枠／年

（採択件数目安）
分類
番号

研究開発項目Ⅰ
燃料電池・水電解の共通基盤技術
開発（委託）

燃料電池の共通基盤技術開発／PEFC評価解析プラットフォーム
・ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームマネジメント

1億円以下
(１件)

①

燃料電池の共通基盤技術開発（PEFC評価解析プラットフォーム）
a. シミュレーション、b. 材料分析・解析、c. 電気化学的特性測定、
d. DX・マテリアルズインフォマティクス

24億円程度
(4件程度)

①

水電解の共通基盤技術開発／水電解評価解析プラットフォーム
6億円程度
（4件程度）

研究開発項目Ⅱ
次世代燃料電池・水電解の要素技
術開発（委託）

次世代燃料電池の要素技術開発／PEFC分野（うち以下の技術分野）
e. 触媒・担体、ガス拡散層、MEA

8億円程度
(10件程度)

②

次世代燃料電池の要素技術開発／PEFC分野（うち以下の技術分野）
f. 電解質膜、アイオノマ

5億円程度
(8件程度)

③

次世代燃料電池の要素技術開発／PEFC分野（うち以下の技術分野）
g. セパレータ、シール材、生産技術

7億円程度
(8件程度)

④

次世代水電解の要素技術開発
・AWE,PEMWE,AEMWE,SOECの要素技術および電解方式共通の要素技術

6億円程度
（10件程度）

⑤

水素貯蔵タンクの要素技術開発
h. 高圧水素タンク、液体水素タンク

6億円程度
(10件程度)

⑥

研究開発項目Ⅲ
燃料電池・水電解の実用化技術開
発（助成）

燃料電池・水電解の実用化技術開発
・燃料電池、水電解、水素貯蔵

6億円程度
（6件程度）

⑦

新規プロジェクトの立ち上げ（2025～）
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ご清聴ありがとうございました
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